










を創造するよう期待されてきた”(Hargreaves, 2003, p.9)。Hargreaves & Goodson(2005)によると，教師の専門職性に関
するこれまでの議論は幾つかの逆説を含みながら展開し，以下 5 つの横断的言説がこれまで現れてきたという。 
 第 1 は，実証主義を基盤とした“古典的専門職性(classical professionalism)”の言説である。この言説の展開により，
教職は医師や弁護士のような近代専門職の実践基盤となる“知識基礎(knowledge-basis)”を部分的にしか確立してい













 第 3 は，“実践的専門職性(practical professionalism)”の言説である。Clandinin(1986)が示した教師の“個人的実践的







 第 4 は，“拡張した専門職性(extended professionalism)”の言説である。この言説は，教室における教師の“今-ここ”
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(e.g., Hargreaves, 1994; 佐藤, 1997)。 






 Hargreaves & Goodson(2005)は，以上 5 つの言説で現れた教師の専門職性の定義や捉え方は，学校教育における教
えること(teaching)の側面と，教師の知識や思考といった認知的側面に収斂し，教師が学校や教室の中で経験する専











渇を導き，早期退職やバーンアウトの引き金にもなり得る(e.g., Carlyle & Woods, 2002; Hargreaves, 1994, 2000; Lortie, 




























る能力，“知”とは他者のことを知ること，である。この 4 つの性質は，Noddings や Mayeroff が述べるケアリングの







の成立／不成立から喜びや誇り，不安や悩み，罪悪感を経験することが先行研究で示されている(e.g., Acker, 1995; 
Hargreaves, 1994; Lortie, 1975; Rogers & Webb, 1991)。Nias(1999)によると，“多くの教師がケアリングの文化を教室で
構築することに努め，大人の愛情の中で安心感を抱く子どもは学習に集中できるという信念を暗黙のうちに受け入
れている”(p.68)と言う。教職志望の学生でさえ，生徒へのケアリングが教師の重要な活動であり責任であることを






















Jackson, 1968; Lortie, 1975; Kyriacou & Sutcliffe 1979; Nias, 1989)。そして，この“心的報酬”の多くが教室の生活，すな
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わち生徒との相互作用と関係性から教師にもたらされることが示されてきた。 











なく興奮や熱狂を経験すると報告されている(Jackson, 1968; Nias, 1989)。特に，生徒が教師の予測を超えた学習活動
を始めるなど，教師にとって予測不可能な言動が授業の流れを転換する“教育的瞬間”を創造したとき，教師は授業
















トの引き金にもなり得ることを示している(Acker, 1995; Carlyle & Woods, 2002; Chan, 2006; Isenbarger & Zembylas, 





























(Nias, 1996)。  
 しかし，多くの教師は教室の孤立状況を脱し，同僚間での互恵的な受容関係，所属意識の共有，連帯感，援助を
































働の文化” や“同僚性”の文化を構築することが求められている(Hargreaves, 1994; Little, 1982; Nias, 1989)。先述した
Hargreaves(2001a)の調査では，教師 53 名中 13 名が協働チームで学校の諸計画を遂行すること，同僚と共に生徒の
学習評価尺度を作成すること，同僚の授業を観察し学び合うことなど，学校全体で行う取り組みを快情動のソース
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た。説明責任の要求に対する教師の情動的反応は，1992 年からイングランドで行われた OFSTED(Office for Standards 
in Education：教育基準監査局)の査察制度4に顕著に見られる。Jeffrey & Woods(1996)は，OFSTED の査察を受けた小
学校の観察調査と教師に対する面接調査を行い，教師が OFSTED の査察を通して経験した混乱や不安，ポジティブ












満足感，安心感を生起させるとの報告もある(Hargreaves, 1998; Schmidt & Datnow, 2005)。したがって，教師は教育改
革がもたらす変化に対して，目の前にいる生徒の学習と成長，教師自身と生徒とのケアリング関係にとって有益か
否かを，情動を伴って評価・判断すると言える(Hargreaves, 1998)。 












構築・再構築していくことが先行研究で示されている(e.g., Kelchtermans, 2005; Lasky, 2005; Reio, 2005;  Veen, 

































門職”としての教職について，生徒へのケアを中核とした教師の専門職性を示す以下 4 点の知見が得られた。 







































































 最後に，本研究の知見からの示唆と今後の教師研究に資する課題として，以下 3 点を挙げる。 














り明確化する必要があり，その重要性は近年の教師の感情研究で繰り返し示し続けられている(e.g., Hagreaves, 2000; 
Oplatka, 2007; 木村, 2010; Kimura, 2010)。 
 第 2 に，本研究では，同僚関係から教師に生起する情動を検討し，教師は生徒をケアするという共通の目的に沿
うことで同僚との協働関係を構築することがより可能になると示された。この知見は，我が国において明治期から
連綿と続く授業研究会(稲垣・佐藤, 1996)，さらには米国などで展開しつつある Lesson Study(秋田・ルイス, 2008)の


































社会的相互作用に媒介された関係性的，情動的次元により媒介され構築されることが示された。PISA や TIMMS と
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